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今後の気象状況に注意しましょう

１ ムギ類の生育状況と防除適期

コムギの出穂期はやや遅くなると予想されていましたが、概ね平年並かやや遅い程度に

なりました。しかし、４月下旬は気温が低く推移したため、出穂から開花までの期間がや

や長くなっています。

赤かび病感染予防のための防除適期は、穂ぞろい期から開花初期までです。防除適期を

迎えたほ場では、早急に防除を行いましょう。

２ 今後の気象状況と赤かび病の発生予測

名古屋地方気象台４月２６日発表の１か月予報によると、天気は数日の周期で変わり、

平年と同様に晴れる日が多い見込みです。気温は平年並と低い確率がともに４０％、降水

量は平年並、日照時間は平年並と予想されており、赤かび病が多発する気象条件ではあり

ません。しかし、出穂前後から乳熟期に降雨が続く場合は急激に発病が広がるので、ムギ

類の生育状況と今後の気象状況によっては注意が必要です。

３ 赤かび病の感染生態

赤かび病の第１次伝染源は子のう胞子で、湿潤状態で飛散します。雨が降った当日から

２日後にかけて胞子が多く飛散するため、降雨後は、赤かび病菌に感染する可能性が高ま

ります。雨が降る前の予防的な防除が効果的ですが、できない場合は、雨がやんだら、早

急に防除を行うことが大切です。

４ 防除対策

１回目の防除後にも降雨が続く場合は、乳熟期頃を目安に２回目の防除が必要になりま

す。防除薬剤は、治療効果のあるトリフミン乳剤（小麦）、トリフミン水和剤（麦類）、

チルト乳剤２５（小麦）などから地域の実情に応じて選んでください（薬剤の詳細は、平

成２５年４月３日発表の「ムギ類赤かび病情報第１号」を参照）。

なお、排水不良のほ場では、本病の発生が助長されますので、排水溝の手入れを実施し

ましょう。


